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Ⅰ- 3. 熱帯林における交易史と商業民 
カメルーン東南部の調査地では，「象牙はカカオとともに歩いている」とよく言われ


































































(Bahuchet and Guillaume, 1982)．これらの分析においては，近隣農耕民は，狩猟採集民と
外部世界の間を仲立ちし，コントロールする調整弁のような存在であった． 
1989 年に Bailey らによって，熱帯雨林には十分な食べ物がないから狩猟採集民は農
耕社会から独立して（「純粋な」狩猟採集民として）生きることは困難であるとする野
















Ⅱ- 3. 研究史上の問題点  
 ここまで述べてきた先行研究のレビューを踏まえ，問題点を指摘する．まず，狩猟採
集民研究では，誰がピグミーなのかという問題がある(Robillard and Bahuchet, 2013)もの
の，「狩猟採集民」とピグミーはほぼ同じものを示すと考えられてきた．「農耕民」には
それ以外の人々，すなわち非ピグミー系住民を指し，そこには極めて多様な集団が含ま





論点となった(Headland, 1987; Bailey et al., 1989)．そのため，現在顕著にみられる農耕民
との社会文化的相互依存や情報交流（小川, 2005; 2000）についてはあまり考慮されてい
ない．地域ごとに多様な農牧民とサンの通時的関係の動態が明らかにされつつあるサン
研究(Ikeya, 1999)とは異なり，アフリカ熱帯林では数少ない研究(Bahuchet and Guillaume, 















1981; Bahuchet and Guillaume, 1982; 竹内, 2001）ことや，グラデーション―曖昧な領域








































月，および 7-12 月，2003 年 12 月から 2004 年 7 月，2006 年 12 月から 2007 年 6 月，2008
年 1-3 月，2009 年 2-3 月，2009 年 12 月から 2010 年 1 月，2010 年 3 月および 7－8 月，
2011 年 3 月，2012 年 1-2 月，2013 年 2-3 月の合計約 2 年 5 ヶ月間である．また，2009


















































































































Ⅰ- 2. バクウェレ 
 バクウェレは，Bantu A85-b に分類されるバンツー語を話す農耕民集団の一つであ
る 1(Guthrie, 1967–1971)．バクウェレは，ガボン北東部からコンゴ北西部，カメルーン東
南部までの赤道沿いに細長く分布している．総人口は 1 万 5 千人ほどとという推定があ
るが(Lewis M. et al., 2013)，信頼に足るセンサス調査はいまだにない．特に最も広範囲
に分布するコンゴ共和国北部のバクウェレに関する調査は十分になされておらず，彼ら
が分布する地域の広さを考慮すれば，上述の数値は過小評価である可能性が高い．バク
ウェレのカメルーン国内での人口は，筆者の推定によれば 1000 から 2500 人を越えない
程度であり，この地域の農耕民の中では少数派である．カメルーン国内のバクウェレの
1 先行研究では，Bakwélé, Bakuele, Bekwil, あるいはバクウェレ，クエレなどとして記述されてきた(Siroto 
1969; Robineau 1971; Joiris 1998; 林 2000; Rupp 2001)． 
14 
 





Ⅰ- 3. バカ・ピグミーとバクウェレの関係 
カメルーンがフランスから独立した直後の 1960 年代初頭には，バクウェレ，バカ・
ピグミーともに半強制的な移住と集住化政策の対象となり，現在の定住集落周辺に隣接






はじめとする森林産物と引き換えに農作物を受け取っていたという（2 章; 大石, 2009）． 
 現在のドンゴ村周辺に移住後，バカ・ピグミーは，従来のようにバクウェレの農作業
を手伝うだけでなく自ら焼畑を開き，プランテン・バナナやキャッサバの栽培を主とし
た食料生産を行うようになった（林, 2000, Kitanishi, 2003）．1970 年代後半から 1980 年
代初頭にかけて，木材伐採会社がドンゴ村に集材基地を設置し，熱帯林の伐採を行った．
この時期，バクウェレのみならず，多数のバカ・ピグミーが賃金労働に雇用されて，本




いる（林, 2000; Kitanishi, 2006; Oishi, 2012）． 
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図 1-4. 調査地域の位置． 









ドンゴ村周辺の年平均気温は 25 度，年平均降水量 1500 ㎜前後と温暖多湿である．9 月
中旬から 11 月までと 4 月から 6 月までの年 2 回の雨季，12 月から 3 月までと 7 月から




























世帯 300 人，バクウェレ 40 世帯 250 人，ハウサやフルベほか 10 世帯 50 人であった（合
3 ハウサは，本来西アフリカに分布する 1 つの民族集団名だが，カメルーン東南部では，ハウサを含むフ
ルベ，コトコ，ムズグン，などの諸民族集団に属するムスリム住民の総称としても用いられている．彼ら




                                                   
計 550-600 人）．バカ・ピグミーは，8 つの定住集落に分かれて居住しているが，そのう
ち 4 つではバクウェレや商業民との混住している(図 1-6)． 





















































































部を含むコンゴ盆地北西部は，オーラル・ヒストリーや Bantu A グループの言語分布か







































公文書館では，1923 年以降に調査地から 50km ほど離れたムルンドゥ市に駐在したフ
ランス人行政官による資料 9 点が得られた（巻末引用文献[公文書資料]を参照）．資料
は，年次報告と出張報告がほとんどであるが，1951 年の郡長官 Rigo 氏による年次報告
には写真付きで当時の調査地周辺の様子が記載されている．調査地であるドンゴ村の対




図 2-1: ジャー川に着岸している汽船．調査地対岸の Ngbala 村（Fort Soufflay）で撮影
されたもの．(出所： APA 11732 22Ⅱ Rapport Annuel 1951) 
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護送される際に撮影されたもの．(出所： APA 11732 22Ⅱ Rapport Annuel 1951) 
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は採取したゴムの樹液を竹筒に入れて凝固させたもので，1938 年には年間 14 万本以上





















1935 1936 1937 1938 1939 1940 1941
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図 2-7：1950 年代のムルンドゥ郡におけるカカオおよびコーヒー栽培の拡大(出所: 

































ムルンドゥ郡において 1953 年から 1957 年までの 4 年間にカカオ園の数は 178 から




に起こった外部社会との関わりをまとめると表 2-1 のように整理できる． 
 
表 2-1．過去約 100 年間において調査地周辺に起こった外部社会との関わり(Rigo, 1951; 
Joiris, 1998; Robillard, 2011) 
19 世紀後半      ドイツ植民地行政官による天然ゴム採集・栽培の強制開始 
1905-10        Moloundou 市周辺で第一次世界大戦戦闘（独軍と仏軍）に住民動員 
1920-30 頃     Afrique Equatoriale Française 圏内における鉄道建設への強制連行 
1940-50 頃      フランス植民地行政官によるカカオ栽培の導入 
1960 年代初め    カメルーン独立紛争にともなう集住・集村化政策の実施 
1970-80     外資（リベリア）による商業伐採の開始と撤退 
1990 年代    生態系保全のための自然保護活動の開始 
2000 年代    Nki 国立公園の設定 
 
Ⅲ-2. バクウェレ，バカ・ピグミー両居住集団の動態 
 ドンゴ村における現在の人口は，バクウェレが約 180 人，バカ・ピグミーは約 300 人















は半径 100 キロ以上に広がっていた． 
 
Ⅲ-3. 農耕民による放棄集落の分布と地名 
 聞き取りに基づく現地踏査により，21 のバクウェレの定住集落跡，10 のバカ・ピグ
ミーのベースキャンプ跡が確認された(図 2-8; 2-9)．21 のバクウェレの定住集落跡は全
てジャー川に面して立地していたが，バカ・ピグミーのキャンプ跡は農耕民集落から森
の中に 300 メートルから 3 キロメートルほどの範囲に位置していた．バクウェレの集落
跡は，植生の変化が周辺の森林に較べ比較的捉えやすく，特定樹種（Lingembe: 


























表 2-2. 聞き取りおよび現地踏査により得られた放棄集落群に関する情報 
 
＊居住時期は，情報を得たインフォーマントの推定年齢に基づいて推定した． 










定住集落名 居住時期 居住者 放棄の理由 ゴム カカオ 土器・鉄器
Messok >1930 Dj/Bk 大量死 ○ ○ ○
Dibo >1930 白人 不明 × × ○
Ndongo[1] >1940 Kb/Bkw/Bk 不明 ○ ○ ○
Ndongo[2] 1940>1950 Dj/Kb/Bkw/Bk 強制移住 × ○
Ndongo[3] 1960>現在 Dj/Kb/Bkw ― × ○
Baad >1960 Kb/Bkw/Bk 強制移住 ○ ?
Leke[1] >1930 Kb/Bkw/Bk 不明 ? ? ○
Leke[2] 1930>1960 Kb/Bkw 不明 ×
Leke[3] 1960>現在 Kb/Bk － × ○
Ngola >1930 Kb/Bkw 呪術 × ×
Mindourou[1] >1960 Kb/Bkw/Bk 強制移住 ○ ○





Ngokosangha[1] 1950>1960 Dj/Kb 強制移住 × ○ ○
Ngokosangha[2] 1985>現在 Kb/Bkw － × ○ ○
Mekununu 1960>1970? Kb/Bk 不明 ？ ？ ？
Mapoma 1980>現在 Kb － × ○

































 図 2-10: 金属製の鉄矛．向かって左: zong; 右: dupa（バクウェレ語）． 
 
・首輪，腕輪，足輪 


































 図 2-11: 胴が詰まったビール瓶．現在入手可能なものとは形状が異なる． 
 
・プラスチック籠 
























図 2-12：木本性の野生ゴム樹液を産する ndama: Funtumia elastica (P. Preuss) Stapt., 
Apocynaceae 
 








ら大変だ．もう一回，採集に行かされた．」（バカ・ピグミーの老齢男性 G，2010 年 8















れている（第 3 章）． 
 





概要に関する文献（”Rapport de tournee effectuee du 3 Avril 1933 au 14 Avril 1933 par le chef  
de la subdivision de Moloundou dans la region Konabembe”）を発見することができた．こ
れを参照したところ，付表に示した放棄集落群のうち，旧 Messok 村，旧 Ndongo 村，









































































































































                                                   
















































6 フランス語で，コンジェ（“conge”）と表現されたと寺嶋は書いている（寺嶋, 1991）． 
49 
 
























































































図3-4. ジャー川下流における月毎の河川流量の変化（Sigha-Nkamdjou, 1994） 











行ったSigha-Nkamdjou（1995）によれば，若干の年変動がみられるものの，9 ― 12 月


















































 2004 年の大乾季には，定住村から直線距離で40km の範囲で16 ― 21 のキャンプが













 以下に，2007 年1 月12 日から24 日までの男性T 一家のキャンプ移動の事例を示す．







 図3-7. ドンゴ村より上流の漁撈キャンプの分布． 
 
 1 月12 日 村から出発し，地点①に移動． 
 1 月13 日 引き続き丸木舟を漕いで，地点①から地点②の川中島ガビオン島に移動． 
 1 月14 日 地点③の川中島周辺の沼にて，掻い出し漁，置き針漁を，本川で延縄漁
を開始．掻い出し漁で，コビトワニ，小型ヒレナマズ，ティラピア，タイワンドジョウ，
アフリカツメガエルを，延縄と置き針で大型のヒレナマズを一匹ずつ捕獲． 
 1 月15 日  地点②より日帰りで地点③の沼まで遠征して掻い出し漁．小型のヒレナ
マズとアフリカツメガエルが多量に獲れる． 
 1 月16 日 地点②から地点④のビヤドーブ川の川口の漁撈キャンプに移動． 
 1 月17 日 地点④の近くの沼で掻い出し漁 
 1 月18 日 地点④から下流の地点⑤のレケ島に戻る． 




 1 月20 日 魚を燻製にする． 
 1 月21 日  地点⑤より少し上流にある二つの沼で掻い出し漁．小型と中型のヒレナ
マズを多量に獲る． 
 1 月22 日 魚を燻製にする． 
 1 月23 日  2 人の男性のみで延縄漁に．スキルベ科，サカサナマズ，ギギの仲間を
獲る． 
 1 月24 日 延縄漁と網漁を始める． 
 …… 
 
































図3―8. 漁撈キャンプにおける社会関係とキャンプ内の小屋の配置の例（P とT の世帯の
































く，一つ2 ―3000FCFA（400―600 円）にもなるかたまりが飛ぶように売れてゆく． 
 主な買い手は，バクウェレとハウサの人びとである．小型から中型の魚の燻製は，適




































11 筆者は，2008 年5 月にパリのアフリカ人街の一つを訪れた際，調査地から数百キロメー
トル下流のサンガ川産の燻製魚を航空便で輸入し，街頭で売っている地元出身の女性に会
















































































































































表3-1.  村からキャンプへと持ち込まれた食料および調味料（食塩以外は全て自給）． 
品目 分量 重量(Kg) 
プランテン・バナナ生果 23 房 306 
生甘キャッサバ 2 袋 ca100 
発酵キャッサバの燻製 1 袋 50 
プランテン・バナナの燻製 1 袋 30 

































                                                   








































17 ラフィアヤシの茎とラタン科のつる植物カオ（kao 未同定）を利用して作られる． 
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出作り地や1 ― 2 世帯の居住地を作ってしまう例22は少数ながらみられる．畑を開きポ
トポト（土壁）の家を建ててしまえば，そこは漁撈キャンプとはまったく違った定住的
な空間になってしまう．バクウェレにとっては，森を森のままに残して，長期間住み続





























































































26 熱帯アフリカには，現在マウンテンゴリラ（G. g. beringei），ヒガシローランドゴリラ（G. g. graueri），





































                                                   
so na yu），「槍で獲れる動物」（ソナベンガ so na benga），「樹上の動物」（ソナイ



























                                                                                                                                                     
表 1: バカ語とバクウェレ語による異なる性・年齢のゴリラの呼称 
バカ語呼称 バクウェレ語呼称(複数形) 説明 





mokolo a ngille ワカモノオス 
ngille dzil (bε-dzil) シルバー・バック 




wose ngille ワカモノメス 
nyao a-da:ba (ba-da:ba) ハハオヤ 
nyandaba ? シルバー・バックと一緒に行動するメス 
bufa ebobo lɔ:g-ε-dzil 群れ 
te ebobo njɔk-dzil (ε-njɔk-bε-dzil) ベッドが集まっている場所 
 
バカ・ピグミーにとって，最も重要な狩猟対象とされるアフリカマルミミゾウ
（Loxodouta africana cyclotis）に付けられている名称の数は，総称を含めて 9～ 18 種類


































                                                   
 












という理由が挙げられる(服部, 2008; 林, 2010)． 
ゴリラの身体部位の名称を図 1 に示す．図中の点線は解体の際の切り分けられ方を示
している．筆者の聞き取りでは，全ての身体部位名称は，該当する人間の身体部位名称














部, 2008: 87-89)． 
 
32 バカ・ピグミーがもともとゴリラの身体の部分名称に固有語彙を当てていなかったかどうかは留保が必
要である．バカ・ピグミーと 200 ～300 年前に分かれたと推定されるアカ・ピグミー（Aka）の社会で




                                                   
































図 4-2: 狩猟時のゴリラのサイン． 
 































                                                   
 





















































































































































た動物の絵で，コロブスザル（kalu, Colobus guereza），アフリカコビトワニ（mokakele, 















 図 4-5: バカ・ピグミーの少年による動物のイラスト． 
 
バカの中には，農耕民が死後ゴリラになると考える一方で，自分たちは死んだ後「白
人」に生まれ変わって集落に戻ってくると考える者がいる(Giles-Vernick and Rupp, 2006)．




































































































(事例 4-1 邪術者が変身したジル・エリザリザによる襲撃) 
ジル・エルザリザと格闘し，瀕死の重傷を負ったバクウェレの壮年男性 F の事例を紹
介する．F は，カメルーンとコンゴ共和国の国境に面する調査地近傍のコンゴ側の B 村
でカカオ栽培をおこないながら生計を立てている． 






変身した老女であると判断した．F は，使用人の A と母方の甥の G を呼び，二日がか





そこで F は，先日フクロウを撃ち殺した A と G を再び呼び出して，このメスゴリラの
追跡をさせた．A と G がゴリラの跡を付けてゆくと，ゴリラは水の傍から片時も離れ





揄ゆされ業を煮やした F は，翌日 A と G がゴリラを追って出かけると，自ら銃を持っ
てその後を追った．相変わらず，ゴリラは水際ばかりを歩いていて，A と G がゴリラ
を追い詰めて発砲しようとすると，川の中に浸かり，撃つこともできない．G が丸太を
川に投げ込むと，ゴリラは陸に上がってきた．そこを A と G は撃ちかけたが，やはり
弾は当たらない．ゴリラは村の入り口のバナナ畑に逃げ込み，F と遭遇した．F が 2 発










死んだ．F は一命を取りとめたが重傷を負った．老女を除く B 村の全員がゴリラを食べ












(事例 4-2 水場にたたずむジル・エリザリザ) 















(事例 4-3 葬式に出て来て手を振り，ダンスを踊ったゴリラ) 






























Ⅲ- 4. 人間とゴリラの入れ代わりと混淆 
カメルーン東南部のバクウェレ社会だけでなく，コンゴ盆地北西部を流れるサンガ川
流域の複数の農耕民にとって，ゴリラは特別な存在である(Giles-Vernick and Rupp, 2006)．
「人間ゴリラ」は，隣接する中央アフリカ共和国南西部のンピエム（Mpiemu）


















































































するという物々交換の一形態だと考えられてきた(Turnbull, 1961; Bahuchet & Guillaume, 
1982; Terashima, 1986; Sakanashi, 2010)．多くの先行研究は，これらの生業活動が明らか
に地域市場経済に影響を受けているのに，農耕民と狩猟採集民の関係をより広い世界か
ら分離した閉じた系であるととらえがちであった(Ichikawa, 1986; Terashima, 1986; 






























の所有と利用にかかわる変化の社会経済的な側面については第 7 章で述べる． 
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40 調査地において操業を行った伐採会社の名前は，Campagnie Camerounais des Grumes et Sciages (カメルー



























































































カメルーン政府のマーケティングボード(L’Office National de Commercialisation de 
Produits de Base)が1991年に廃止され，カメルーンの国内カカオ市場は1993年に自由化
された(Varlat, 1997)．1994年にはFCFA45の通貨価値切り下げが行われ，農産物輸出に有
45 FCFA は，”Franc de la cooperation Financière en Afrique central”の略語で，カメルーンをはじめとする中部
116 
 
                                                   
利な経済的条件があった．それにも関わらず，この市場自由化はカカオ価格の急低下を

























































民族集団 人口(人) 世帯数 (N) カカオ園を所有する世帯数 
（百分率%） 
バカ 300 65 58 (89.2%) 
バクウェレ 250 45 45 (100%) 
ハウサ/ バミレケ 50 14 12 (85.7%) 
 
表5-2. 個人耕作者が所有するカカオ園数とサイズ． 





計(ha, 百分率)  
耕作者あたりカカ
オ園面積 (ha) 
バカ 55(47.0%) 1.1 40.7(17.8%) 0.8 
バクウェレ 44(37.6%) 1.3 96.8(42.3%) 2.9 
ハウサ/ 
バミレケ 



































































                                                   

















係なく，カカオ畑の面積サイズと相関関係があった(図5-4, r2=0.71, p<0.001, N=59)． 
 





                                                   















バカ 367 680 
バクウェレ 1 332 840 




































































































48調査期間中の調査地における地元酒の値段は，1 リットル当たり 1000-2000FCFA であった．地元酒のア
ルコール体積濃度は，16-43%であった(大石＆林，未発表データ)． 
49 これらの工業的に生産されたアルコール製品の調査地における値段は，ビール瓶 1 本（アルコール体積
濃度 5%，容量 0.65 リットル）当たり 1000-1200FCFA，紙パック入り赤ワイン（12%，容量 1 リットル）
2000-2500FCFA，小袋入りウィスキー（42-45%，30-50 ミリリットル）150-250FCFA であった． 
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暴力が取り上げられている(Ohenjo et al., 2006)．ピグミー系狩猟採集民については，
Jackson が，ルワンダのトゥワについて，酒の過剰摂取がもたらすアルコール中毒や家
庭内暴力の問題を(Jackson, 2003)，また Froment はカメルーンのバコラについて，成人
の 15%以上に高血圧症がみられるとして，その推定要因として塩，たばこと酒の過剰摂
取を指摘している(Froment, 1993, 2001)． 
 農耕受容以前のバカ・ピグミーは，ムブティ・ピグミー(Ichikawa 1986)やエフェ・ピ



















































一部として支給する（林, 2000; Kitanishi, 2006; Oishi, 2012; 第 5 章）．ここでのバクウェ
レとバカ・ピグミーとの関係においては，パトロン＝クライアント関係と言う非常に個























































































ニアの 6 ヶ国で流通している貨幣である．レートはユーロと固定相場制で連動しており，1 ユーロが
656FCFA である．調査当時のレートでは，おおよそ 100FCFA が 20 円であった．． 
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箱あたり 500 FCFA（約 100 円）(4)という均一な価格で販売されている．また，1 本あた















 バクウェレの言葉では，menyok me leer という．バカ語ではヤシを示すンビラ（mbila）
58 aiki や arki,arkina と呼ばれる蒸留酒は，カメルーンのみならず，中部アフリカ，東アフリカ，北アフリ
カから西アジアまでの広い地域で見られる（重田, 1989）．カメルーンでは，南部を中心とした熱帯雨林地
域では，ヤシ酒のほかキャッサバとトウモロコシの醸造物が蒸留されるが，北部を中心としたサバンナ地
域では，トウジンビエなど雑穀が用いられる地域がある(de Garine, 2001)． 
149 
 
                                                   
の語が使われ，ngo mbila（＝ヤシの水，ヤシの樹液）という複合語で呼ばれる（Brisson 
2010）．熱帯アフリカでは，サバンナから熱帯雨林地域までの広い範囲でヤシ酒が飲ま









が，切り倒されたアブラヤシ 1 本からは毎日朝晩の 2 回の樹液採取で，1 日当たり合計



















































ている（cf. Kakeya and Sugiyama, 1985）． 


























































 ドラム缶一本の蒸留で，5 本から 12 本程度の酒が取れる．最初の瓶はアルコール分
が強く，最後になればなるほど水っぽくなってゆく．ボトルごとに，エチルアルコール
度数を実測したところ，1 本目は 30-45 度だったが，2 本目以降は単調に減少してゆく
（図 4）．何本取ったところで蒸留作業をやめるかは，最終的にどれくらいの強さの酒
をどれだけ造るのか，造り手の考え方による．蒸留が終わると，すべての瓶に取った酒
を混ぜて均等なものにする(図 5)．1 本目から 3 本目くらいまでの混合割合を高めて，


































 図 5. 蒸留が済んだ酒のブレンドをおこなうバクウェレの女性． 
 





本（650ml）あたり 400-500 FCFA 程度で気軽に購入できるビールだが，本研究の調査地
のように首都から陸路で 3 日以上もかかる遠方では，運搬にコストがかかることもあり
割高となる． 
 ウイスキーは瓶でも稀に見かけるが，広く流通しているものは 40～50ml を個々に袋
詰めした sache whisky とフランス語で呼ばれる国産ないしナイジェリアなど西アフリカ





共飲できる人数は多くても 2～3 人に限られる． 
 
 
図 6: さまざまな種類の袋詰めウィスキー（sache whisky）． 
 





































                                                   
フェタミン系の麻薬が流通し問題になっているが，上述の都市部出身の商人により村ま
で持ち込まれているものと思われる．覚醒剤の使用は，現在までのところバカ・ピグミ


































































































































































あった（Ichikawa, 1986; Terashima, 1986）． 





















































































































































































調査地では，乾燥カカオ豆 1 袋（おおよそ 100kg に相当する）あたり，20,000-40,000 FCFA






























 図 7-2：カカオ園のサイズと賃貸料の関係 (N=17) 
 
調査地におけるカカオ園の平均賃貸金額(N=17)は，1 年あたり 65,000FCFA/ha（13,000






























呼称 現金と交換されるもの 契約期間 秘匿性 権威の関与 導入時期
ヤナ (yana) 生産物 短期（＜1年） 高 無 古い
ロカシオン (loation) 土地の用益権 長期（≧1年） 低 有 最近 (2000年代)
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Baka Bantu Hausaほか 不明 計
Baka 0 9 14 2 25
Bantu 0 7 10 0 17
Hausaほか 0 0 0 0 0





 図 7-4：土地売買契約書の一例． 
 
Ⅱ- 3. カカオ園の賃貸・売却理由 




















事例 7-2. 壮年バカ・ピグミー男性 BMT は，数年前，村の「経済の父」と呼ばれる
ハウサ商人 IBM に自分のカカオ園を貸したことがある．BMT は，IBM とロカシオ
ン契約を結んだ理由について，(1)自分が村を不在にして旅行に出る間，親族が彼の
カカオ園の面倒を見る可能性が低いと思ったため，(2) 調査地から 300km ほどの道
のりがあるンガトー村への旅行費用が必要だったため，と説明した．2 年後に予定
より 1 年長い旅行を終えて村に戻った BMT は，IBM に 1 年分のレンタル料の追加
支払いを求めた．IBM は BMT に 100,000 FCFA (20,000 円)を支払い, BMT は再び自
分のカカオ園の作業をするようになった． 
 









事例 7-3: バクウェレ男性 M は，別れた元妻への金銭支払いのため，「友人」(リン
ガラ語で ndeko, 擬制的な親子関係)であるというバカ・ピグミー男性 N の所有する
カカオ園を，本人の承諾なく勝手にロカシオン契約に入れ,契約によって得られた
現金を独り占めした．M は，普段自分は「友人」であるバカ男性の要求になにかれ













事例 7-4: あるバンガンドゥ地域出身のバカ・ピグミーの男性 Y は，調査村のバカ・










































ピグミーの男性 B がムルンドゥ市のバミレケ商人 W に 3ha を越える比較的大規模なカ
カオ園を売るという出来事が起こった．10 月 21 日，村長は，人々を招集して農地の権
利移動の問題について話し合いが持たれた．話し合いの参加者（26 人）の内訳は，バ
クウェレが過半数の 16 人を占め，残りは 4 人がバカ・ピグミーで，3 人がハウサとバ
ミレケ商人であった．カカオ園の貸し手の多くはバカ・ピグミーであるにも関わらず，
参加者数は少なかった．この会合の場には，たまたまフィールド・ワーク中であった日
本人研究者も招かれて，議論は 2 時間 40 分にわたって続いた(木村, 2010: p. 253). 議論






















事例 7-5：1 年半の間にバカ・ピグミーの壮年男性 KG は，以下に記すように異な
る農耕民や商人と 4 回のロカシオン契約と 1 回のヤナ契約を重複して結び，
300,000FCFA（6 万円）を得た． 
 
① KGA（バカ・ピグミー）が ALB（バクウェレ 1）にカカオ園を貸す． 
② ALB が罠猟のため，森に入っている間に KGA が同じカカオ園を ALZ（バ
クウェレ 2）に貸す． 
③ ALB が戻ってきて二重貸しが発覚，ALZ が町の憲兵隊を呼ぶ． 
④ 裁定の結果，ALZ が ALB に賠償金を支払う（100,000F）． 
⑤ ALZ には金がなかったので，DBS（バクウェレ 3）が 80,000F 援助し，代わ
りに KGA のカカオ園の賃貸権を得る． 
⑥ KGA と DBS が， 2014 年までカカオ園を借りる契約更新をする． 
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⑦ KGA が THS（バミレケ商農）に借金を依頼．THS と KGA はヤナの契約を
する．1 サック 20,000F でクレジットを渡す． 
⑧ ヤナ契約が 100,000F（5 サック分）まで行ったところで，MLO（ハウサ商
農）がそこに 50,000F を足すから共同で KGA の畑をレンタルしないかと提
案． 
⑨ KGA は，MLO と THS の提案を受けてカネを受け取り，カカオ畑を貸す． 









ったバカ・ピグミー男性 D による新しい畑の所有者のハウサ男性 S との交渉の事
例である．D は，父親によって売却されたのは，カカオ樹とその生産物であるカカ
オ豆だけであって，土地そのものや農地に残っているプランテン・バナナや他の産
物は彼自身の所有であると主張する．D は，このハウサと 30 分以上にわたってフ
ランス語で議論を続けた． 
私が，D と彼が作ったカカオ園の中を歩いていると，突然 S が現れ，そのカカオ
園は既に D の父親によって S に売却されていることを告げたうえで，なぜ D がカ

























続いて，2010 年 9 月 30 日にはブンバ＝ンゴコ県の新知事(プリフェ)の Gabriel Eloi 
Essoa が，カカオ園の貸借および売買を禁止する条例を発布した．以下は，カメルーン
のインターネット新聞 Quotidienmutations.Info 紙に掲載された「ブンバ＝ンゴコ県：知
事が農地の売買と貸借を禁止へ (Boumba et Ngoko: Le Prefet interdit la vente et la location 

































































































































































































Ⅱ-1. 近現代における農耕民＝狩猟採集民関係の変遷  
ここでは，過去 100 年間の地域史のなかで，農耕民と狩猟採集民の関係を大きく 3 つ
の時代区分に分けて考察する． 
 
図 8-1: 農耕民＝狩猟採集民関係の時代区分 
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第 1期は第一次大戦後の 1910 年から 1950年代後半の強制移住／集住化までのフラン
ス植民地期で，第 2 期はカメルーン独立から 1970 年代後半の熱帯林伐採事業の開始ま
で，第 3 期は 1980 年代から現在までである． 
















































































































































































（FY2006-2009, 課題番号 18201046，代表：木村大治京都大学准教授） 
 基盤研究 (A)「アフリカ熱帯森林帯における先住民社会の周縁化に関する比較研究」




（FY2007-2009, 課題番号 19201052，代表：荒木茂京都大学教授） 











 第 10 回猿田彦大神フォーラム「みちひらき研究/創作」助成「モノノケの民族生態
学―中央アフリカ・カメルーンをフィールドにした，モノノケ・動物表象と感覚価
値に関する研究―」（2007.10.-2008.6.，代表：大石高典） 
 財団法人高梨学術奨励基金平成 20-21 年度研究助成「森に埋め込まれた狩猟採集民
＝焼畑農耕民の空間利用変遷と民族間関係～アフリカ熱帯林におけるヒューマ
ン・インパクトと民族考古学～」（2008.6.-2010.3.，代表：大石高典） 
 財団法人 たばこ総合研究センター平成 20 年度研究助成「熱帯アフリカにおけるた
ばこと酒をめぐる市場経済と交換経済」（2008.4.-2009.3.，代表：林耕次神戸学院
大学研究員） 









 財団法人高梨学術奨励基金平成 23 年度研究助成「カメルーン東南部における熱帯
雨林居住民の生業活動と野生炭水化物源植物の相互作用に関する民族生態学的研
究」（2011.6.-2012.3.，代表：大石高典） 













のメンバーのみなさまには，現地調査の遂行にあたってお世話になった．2008 年 6 月
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